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１．は じめ に―「 やさ しい 日本 語 」が求 めら れる背 景―  

現在、 定住 外国人 の数 が増 えて い ます。 この ことの 背景 には さま ざ ま

な要因 が考 えら れます が、 人材 の 移動の グロ ーバ ル化と 日本 社会 の 少子

高齢化 およ び生産 年齢 人口（ 15～ 64 歳 ）の 減少傾 向が その 大きな 要 因で

あるこ とは 間違 いあり ませ ん。 つ まり、 成功 の場 を海外 に求 めよ う とす

る人の 流れ と、 外国人 の力 を必 要 とする 日本 国内 の動き が同 じ方 向 性を

向いて いる のです 。  

このよ うに 、これ から の日 本社 会 を支え てい く上で 外国 人の 力が ど う

しても 必要 であ るとす れば 、そ の ような 理由 で日 本にや って くる 外 国人

が母国 でと 同じ ように 、日 本に お いても 自己 実現 するこ とが でき る こと

を保証 する 必要 があり ます 。こ の ことは 個人 の手 には余 る大 きな 問 題で

すが、 筆者 を研 究代表 者と する 研 究グル ープ では この問 題に 「や さ しい

日本語 」と いう観 点か らア プロ ー チして いま す 。  

 さて 、外 国人 に対す る情 報提 供 という こと から 言えば 、母 語で の 情報

提供と いう こと が考え られ ます 。 実際、 災害 時に おいて はで きる 限 り多

くの母 語に よる 情報提 供が きわ め て重要 です 。し かし、 平時 にお い ては

どうで しょ うか。  

東 京都 国 際 交 流委 員 会 ／ 国際 交 流 ･協力 TOKYO 連 絡 会編 ( 2012)に よ

って初 めて 明ら かにな った よう に 、各地 の自 治体 では多 言語 によ る 情報

提供が 確実 に行 われる よう にな っ てきて いま す 。 このこ とは 少し 以 前の

状況と 比べ れば 格段の 進歩 であ り 、大い に喜 ぶべ きこと です 。し か し、

最も多 いパ ターン であ る英・中・ 韓の 3 言語 、お よび 、そ れに ポル トガ

ル語と スペ イン語 を加 えた 5 言語 で情報 を提 供した とし ても 、そ れ に入

らない 言語 の人は そこ から こぼ れ てしま いま す。これ は仮に 100 の 言語

をカバ ーし ても 101 番 目の 言語 の 人はこ ぼれ てしま うこ とを 意味 す るの

で、完 全な 多言 語化と いう のは 原 理的に もほ ぼ不 可能だ と言 えま す 。し

かも、 翻訳 する 言語が 増え ると い うこと は行 政の コスト を増 やす こ とに

もなり ます 。  

また、それ 以外 の問題 もあ りま す 。岩田（ 2010）で 紹介 して いる国 立



国語研 究所 によ る全国 調査 では 、 定住外 国人 が「 自分が わか る外 国 語」

として 挙げ たもの は「日本 語 」が 62.6％ に対 して「英 語」は 44%でし た。

さらに 、広 島では 「日 本語 」が 70.8%で「 英語 」が 36.8%と約 2 倍 だっ

たとの こと です 。にも かか わら ず 、実際 には 情報 提供は 英語 でし か 行わ

れてい ませ ん。こ のよ うな 情報 の ミスマ ッチ も存在 する ので す。  

このよ うな ことを 考え ると 、平 時 におけ る情 報提供 の手 段と して、「 や

さしい 日本 語」 という こと を考 え る必要 があ るこ とがわ かり ます 。 そし

て、上 記の 報告 書にも ある よう に 、各地 の自 治体 におい ても 「や さ しい

日本語 」を 情報 提供の 1 つ の手 段 として 取り 組もう とし てい ると こ ろが

着実に 増え つつあ りま す。  

この小 文で はこの よう に多 面的 に 発展し つつ ある「 やさ しい 日本 語 」

という 考え 方につ いて 考え てい き たいと 思い ます。  

 

２．「 やさし い日 本語 」とは 何か  

こ こ で は 、「 や さ し い 日 本 語 」 と い う の は ど の よ う な 内 容 ・ 性 格 の も

のであ るか につい て述 べま す。  

 

２－１ ．「や さし い日 本語」 を支 える３ つの 柱  

「 や さ し い 日 本 語 」 に は 、 １ ） 補 償 教 育 の 対 象 と し て の 側 面  ２ ） 地

域社会 にお ける共 通言 語と して の 側面  ３）地 域型 初級の 対象 とし て の側

面  と いう３ つの 性格 があり ます 。  

 

２－２ ．補 償教育 の対 象と して の 「やさ しい 日本語 」  

最初に 述べ たよう に、 現在 にお い てもす でに 、外国 人の 力抜 きに し て

は日本 社会 を支 えてい くこ とは 困 難にな って きて います 。そ して 、 この

傾向は 日本 が少 なくと も現 在の 経 済規模 を維 持し ていこ うと する な らば

決して 減少 する ことは ない と考 え られま す。 つま り、こ れか らの 日 本社

会はそ の重 要な 担い手 とし て外 国 人を迎 え入 れる 体制を 取ら なけ れ ばな

らない ので す。 そうで ある とす れ ば、そ うし た外 国人が 母国 でと 同 じよ

うに、 母語 を使 って自 己実 現で き る道が 保証 され ている べき だと 考 えら

れます 。し かし、 1 で も述 べた よ うに、 この ことを 完全 に実 現す る こと

は現 実 には ほぼ 不 可能 で す。 そ の こと を 踏ま え、 山 田 ( 2002)は 次の よう



に述べ てい ます。「日本 社会 を多 言 語化す るこ とが困 難で ある こと を 日本

側がわ び、 その 代わり に自 己実 現 を可能 にす る一 定以上 の日 本語 能 力が

習得で きる 機会を「償 い」と して 補償す る」。そして 、この よう な教 育を

補償教 育（ c ompe ns ator y  e duc at i on）と 呼んで いま す。  

山田 ( 2002)はこ う した 補 償教 育を 外国 人 に対 する 初 期日 本 語教 育 と し

て、公 的に 無償 で保証 すべ きで あ ると主 張し てい ます。 筆者 たち の 研究

グルー プも この 考え方 に賛 同し 、 そうし た教 育が 保証さ れる よう に なっ

た 際 の 具 体 的 な 教 育 内 容 と し て ふ さ わ し い も の と し て 、 後 で 述 べ る

Ste p1,  2 を 設計 しまし た。  

St e p1,  2 は このよ うに 、初 期日 本 語教育 の対 象とな るこ とを 意図 し て

作られ てい ます 。その ため 、文 法 的には リソ ース （材料 ）を 最低 限 のも

のに刈 り込 んで います 。し かし 、 刈り込 んだ 結果 、外国 人が 日本 語 を用

いて自 らが 表現 したい 内容 が表 現 できな くな ると いうこ とは ない よ うに

設計さ れて いま す。こ こで は、 少 ないリ ソー スで あって もそ れを 確 実に

使いこ なす こと によっ て、 外国 人 が主体 的に 自己 を表現 でき ると い うこ

とを重 視し ていま す。この 点につ いては イ（ 2009）も参照 して くだ さ い。  

 

２－３ ．地 域の共 通言 語と して の 「やさ しい 日本語 」  

「やさ しい 日本語 」は 補償 教育 の 対象と して 以外の 側面 も持 って い る。 

これま での 日本社 会は 、外 国人 に 対して 一方 的に日 本語 習得 を求 め て

き ま し た 。「 こ こ ま で 来 た ら （ 日 本 人 と 同 じ よ う な （ native - l ikeな ） 日

本語能 力を 身に つけた ら） 仲間 に 入れて あげ よう 」とい う考 え方 で す。

日本語 教育 もそ のこと に力 を貸 し てきた と言 えま す 。し かし 、こ う した

考え方 は対 等な 市民同 士の 交流 の あり方 とし ては 不適切 なも ので あ り、

外国人 側に も最 低限の 日本 語習 得 を求め る一 方で 、日本 人側 もそ の 日本

語を理 解し 、自 らの日 本語 をそ の 日本語 に合 わせ て調整 する 訓練 を する

必要が あり ます 。その 調整 過程 に 共通言 語と して 成立す るの が「 や さし

い日本 語」 なので す。 この こと を 図示す ると 次のよ うに なり ます 1。  

                                                 
1  こ こ で 補 足 し て お く と 、 こ の よ う に 述 べ た か ら と い っ て 、 そ の こ と は 外 国 人 が

n a t i v e - l i k e に な り た い と 考 え る の は 間 違 い だ と 主 張 し て い る わ け で は な い と い

う こ と で す 。n a t i v e - l i k e に な り た い と い う の は 外 国 語 習 得 の 動 機 付 け と し て ま っ

と う な も の で あ り 、 日 本 語 教 育 に は そ の 期 待 に 応 え て い く 責 任 が あ り ま す 。 こ こ

で 言 い た い の は 、 こ れ ま で の 日 本 語 教 育 で は n at i v e - l i k e に な る こ と だ け が 目 的



 

＜これ から の地域 社会 にお ける 「 やさし い日 本語」 ＞  

日本語 母語 話者＜ 受け 入れ 側の 日 本人＞  

↓  コ ード（ 文法 、語 彙）の 制限 、日本 語か ら日本 語へ の翻 訳  

やさし い日 本語（ 地域 社会 にお け る共通 言語 ）  

↑  ミ ニマム の文 法（ Ste p1,  2）と 語彙の 習得  

日本語 ゼロ ビギナ ー＜ 生活 者と し ての外 国人 ＞  

 

 ここ で注 意すべ きは 、現在 の（ そして、おそ らく 今後 も）こ の図 の「地

域にお ける 共通言 語」の役 割を 果 たせる のは、「英 語」では なく 、ま た「日

常の日 本語 」でも なく 、「や さし い日本 語」 だけで ある とい う 点 で す 2。 

 

２－４ ．地 域型初 級の 対象 とし て 「やさ しい 日本語 」  

ここ で は 「 や さ し い 日 本 語 」 が 持 つ 3 つ 目 の 側 面 に つ い て 考 え ま す 。 

日本語 教育 はシス テム の点 から 、 学校型 日本 語教育 と地 域型 日本 語 教

育に大 別さ れます（ 尾崎 2004）が 、この両 者は いくつ かの 点で かな り異

なった 性格 を持っ てい ます 。  

例 え ば 、 学 校 型 は 契 約 関 係 で あ り 、 教 師 は プ ロ と し て 教 え る 義 務 を 、

学生は （ビ ザの 在留資 格が 「留 学 」であ るよ うに ）学習 する 義務 を 負っ

ていま すが 、地 域型に はそ のよ う な義務 はな く、 日本人 側も 外国 人 側も

参加は 自由 です 。また 、学 校型 で は教え るの はプ ロの教 師で す が 、 地域

型では 通常 そうで はあ りま せん 。  

また、この 2 つほ ど意 識さ れて い ません が、両者 を分け るもう 1 つ の

違いが あり ます。それ は学習 にか けられ る時 間数で す。具体的 に言 うと、

学校型 の初 級の到 達目 標で ある 旧 日本語 能力 試験 3 級（現行 試験の N4）

の所要 時間 数の目 安は 300 時間と されて いま す。これ は学校 型に お ける

集中予 備教 育で考 えれ ば、 20 時 間／週×15 週 です から 、容易 に 達成で

                                                                                                                                               
と さ れ て き た の を 改 め 、 そ う で な い 日 本 語 学 習 の あ り 方 も 認 め 、 そ れ に 対 応 で き

る 日 本 語 教 育 の あ り 方 も 考 え て い く 必 要 が あ る と い う こ と で す 。  
2  英 語 が「 共 通 言 語 」の 地 位 を 占 め 得 な い の は 、 1 つ に は（ 岩 田 2 0 1 0 が 指 摘 す る

よ う に ） 定 住 外 国 人 の 多 く が 英 語 を 必 ず し も よ く 理 解 で き る わ け で は な い こ と 、

も う 1 つ は 日 本 人 に と っ て も 英 語 が そ れ ほ ど 使 い こ な せ る 言 語 で は な い こ と に よ

り ま す 。  



きるも ので す。しかし 、週 1 回 2 時間が 標準 である 地域 型日 本語 教 室に

おいて この ことを 考え てみ ると ど うでし ょう か。 300 時 間を 2 時 間 で割

ると 150 週 （＝ 3 年） とな りま す 。つま り、 初級の 教科 書を 終わ る だけ

で毎週 教室 に通っ たと しても 3 年 かかる こと になる ので す。  

こ の よ う な こ と が 非 現 実 的 で あ る こ と は 簡 単 な 算 術 的 事 実 で あ る に

もかか わら ず、 これま では 学校 型 の日本 語教 育の 方法を 地域 型に 横 滑り

させる こと が多 く、教 材に して も 学校型 のも のが そのま ま使 われ る こと

が多か った ので す。し かし 、限 ら れた時 間で 、か つ、学 習者 が自 由 に使

えるレ パー トリ ーを着 実に 増や す という こと を目 的とす るな らば 、 こう

した あ り方 は改 革 する 必 要が あ り ます 。 庵 ( 2009)で はこ うし た 問題 意識

に立ち 、か つ、 上記の 補償 教育 の 対象と して の側 面も踏 まえ なが ら 、ミ

ニマム （最 低限） の文 法と して Step1,  2 を策定 しま した （庵 2011 も参

照）。 この Ste p1,  2 を「 地域 型初 級」と 呼び ます。  

 

３．公 文書 書き換 えプ ロジ ェク ト  

 さて 、 Ste p1,  2 は地 域型 初級 と して、 また 、補償 教育 の対 象と し ての

側面を 持っ てい ますが 、そ のこ と をさら に発 展さ せるた めに 、筆 者 たち

の研究 グル ープで は「 公文書 書き 換えプ ロジ ェクト 」を 推進し てい ます。  

 外国 人が 普通 の市民 とし て、 日 本で定 住し てい くとい うこ とを 考 えた

場合に 必要 となる こと の 1 つが 公 的機関 から 日本語 で提 供さ れる 情 報を

理解す るこ とで す。本 章で は、 外 国人が 読め る必 要があ る、 地方 公 共団

体が発 行し ている 各種 の「お 知ら せ」を「公文 書 」と 呼ぶこ とに しま す。  

 公文 書は いわ ゆる「 お役 所こ と ば」で 書か れて いるこ とが 多く 、 わか

りにく いと いう 批判が 多い です 。 その意 味で 、公 文書は 日本 人住 民 にと

っても （特 に高 齢者や 障が い者 の ような 言語 的少 数者に とっ て） 改 善す

べき余 地を 残し たもの です が、 日 本語力 がま だ十 分では ない 外国 人 にと

っては 特に 読むこ とが 難し いも の です。  

 上述 のよ うに 、筆者 たち の研 究 グルー プで は定 住外国 人に 対す る 言語

保障 3として Ste p1,  2 を策定 しま したが、それ を推 し進め て、こ の Step1 ,  

2 が使 いこ なせ るレベ ルに なっ た 外国人 が自 力で公 文書 から 情報 を 取れ

                                                 
3  こ こ で は 、 定 住 外 国 人 の 「 言 語 権 」 を 保 障 す る と い う 観 点 か ら 、（「 補 償 」 で は

な く ）「 言 語 保 障 」 と い う 語 を 用 い て い ま す 。  



るよう なシ ステ ムを構 築す ると い うこと を目 標と して掲 げて いま す 。こ

の 考 え 方 の 背 景 に は 、 定 住 外 国 人 の 日 本 語 習 得 に 関 す る minimum 

re quir eme ntと して Ste p1,  2 を 考 えた場 合に 、それ によ って 公文 書 の読

解まで がカ バーさ れれ ば、 Ste p1,  2 の 価値 が高ま り、 外国 人の日 本 語学

習の動 機付 けに もなり 、そ のこ と がひい ては 外国 人の日 本社 会へ の スム

ーズな 受け 入れに もつ なが ると い う期待 があ ります 。  

 

４．ま とめ  

 この 小文 では 、今 後の 日本 社会 におい て極 めて重 要な 課題 であ る 、（ 真

の意味 の）多文化 共生 に向 けて、「 やさし い日 本語」をめ ぐる 本研究 グル

ープが どの よう な立場 で関 わろ う として いる かに ついて 略述 しま し た。

私たち のグ ルー プの研 究は 現在 多 様に発 展し つつ ありま す。 その 途 中形

は本研 究の ホーム ページ 4におい て随時 ご報 告して いく 予定 です 。  
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